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【課題の概要】 
応募者はこれまでにマウス ES 細胞やヒト iPS 細胞からネ

フロン前駆細胞と尿管芽を分化誘導してきた。本研究では分

化誘導した２者に間質前駆細胞を誘導して組み合わせ、オル

ガノイド培養技術を駆使して、最終的には機能的な高次構造

としてのヒト腎臓組織の再構築を目的としている。挑戦的か

つ社会的要請が高い課題である。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 
応募者がこれまでにマウスで実現した３種類の腎前駆組織

の誘導とオルガノイド作成の成果を、本研究でヒトに応用す

ることにより、ヒト腎臓の再生ひいては、腎疾患の病態モデ

ル創出、創薬や移植治療など社会的意義の大きい成果につな

がることが期待される。また、間質前駆細胞誘導の重要性と

動物種差という点で、他臓器の高次構造構築の研究に対して

も波及効果が期待される。 
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